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メタバス、DX、ゲノム、ナノテクノロジ…

これらは、例えば20年前には一般の人が耳にすることもなかった用語。

ここ10数年における科学技術の進展には目を見張るものがあります。

本学は、情報科学・バイオサイエンス・物質創成科学を基盤とした

“最先端”分野を学べる大学院大学。
最新のテクノロジに対応した設備と実績豊かな教授陣を整えることにより、

輝かしい成果を挙げる一方、産業界にも優秀な研究者・技術者を輩出し続けています。

また、情報科学・バイオサイエンス・物質創成科学の3つの分野を

相互に関連する学問としてとらえた、総合的・体系的な教育にも力を入れています。

これからも「先端」の名にふさわしく、科学技術の発展に貢献しながら、

次世代に活躍できる人材を育成していきます。
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奈良先端大には、学部がありません。理由があります。

学部がない本学には、様々な大学・学部で多様な分野を学んだ学生が集まります。国内

だけでなく、世界44の国や地域から学生を受け入れ、在学生の人に人は留学生で

す。欧米の大学院とは対照的に学内進学者の多い日本の大学院の中で、奈良先端大の

多様性は傑出しています。

多様性は、最先端研究を動かす力です。異なる視点、アイデア、アプロチが集まり、

トプレベルの研究者でもある教授陣と卓越した研究設備のもとで新発見や新技術

が生まれ、その研究の中で学生それぞれが新しい価値を創造する主体性や協働性を身

につけています。

あなたの個性と好奇心を奈良先端大は歓迎します。

学 長　塩　一裕

多 様 性 が 紡 ぎ 出 す 最 先 端
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国際的に活躍している教授陣、各分野で嘱望されている若
手教員を擁し、卓越した業績をあげています。科学研究費
補助金をはじめとする競争的外部資金の導入は、教員一人
当たりでは国内トプクラスで、充実した研究環境を整備
しています。多彩な経歴を持つ教員のきめ細やかな研究指
導により、入学後の学生たちの研究活動も目覚ましく、在
学中に受賞する学生も多くいます。
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研究に没頭できる
手厚いサポート
入学した学生へは、1人1台のPCが割り当てられます。通信
環境は世界最速レベルで、研究活動で困ったことがあれ
ば、相談できる技術職員が常駐しています。希望者のほと
んどが日本学生支援機構の奨学金を受給しており、学生宿
舎も用意していることなどから、経済的にも学生生活にお
いても包括的に学生をサポトし、まさに研究に没頭でき
る環境を用意しています。

柔軟なカリキュラム

情報科学・バイオサイエンス・物質創成科学の3領域に加
え、それらを融合したプログラムを設置した「つの教育
プログラム」により高度な専門性を修得することができま
す。また、修業年限を弾力化し、優れた研究業績を修めた者
には短期修了、職業を有する等の事情により標準修業年限
で終了することが困難な学生には長期履修制度など、それ
ぞれの事情に合った選択ができます。

就職率99
グローバルリーダーの輩出
一人ひとりの希望に応じたキリア支援・就職支援により
就職率はなんと99
就職先は、国内外の誰もが知る大企業から、研究業績の目
覚ましい研究機関まで学生それぞれのキリアプランに
沿い、多岐にわたっています。ES作成講座や面接対策講座
に加えて、企業の経営層や海外で活躍している研究者の講
演会、修了生とのネトワキングイベントなど視野を広
げる機会を多数用意しています。

国内トップレベルの
グローバルキャンパス
グロバルリダ育成のため、教育環境のグロバル化及
びグロバル教育に積極的に取り組んでいます。戦略的に留
学生を受け入れ、現在ではおよそ人に人が留学生です。
多様な出身国や文化的背景を持つ学生及び教職員が共に学
び・研究するグロバルキンパスを実現するとともに、海
外の教育研究機関との教育研究連携ネトワクを構築し、
国際的な頭脳循環のハブとなることを目指しています。

99%
就職率
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5 つ の 教 育 プ ロ グ ラ ム

情報科学を主体とするプログラムです。
コンピュタ本体及び情報ネトワクに関する技術、コンピュタと人間のインタラクション及びメディアに関する技術、ロボト等コン
ピュタを駆使する各種システムに関する技術など、広い視野と高度な専門性を備え、様々な分野で情報科学技術の高度化やその多面的な活用に
より、高度情報化社会を支える人材を育成します。

取得できる学位 修士・博士工学理学

取得できる学位 修士・博士バイオサイエンス

取得できる学位 修士・博士工学理学

取得できる学位 修士・博士工学/理学/バイオサイエンス

取得できる学位 修士・博士工学/理学/バイオサイエンス

バイオサイエンスを主体とするプログラムです。
動物・植物・微生物について、生命現象の基本原理から生物の多様性まで、幅広い分野の最先端の知識と技術を備え、環境・エネルギ・食糧・
資源や健康・長寿等に関わる研究開発を通して、人類の発展と地球環境の保全に貢献する人材を育成します。

物質創成科学を主体とするプログラムです。
固体物性学、デバイス工学、分子化学、高分子材料、バイオナノ理工学などを横断する教育プログラムにより、物質科学に関する基盤知識と専門
性を活かすための高度な知識を持ち、人類の豊かな生活の維持と社会の発展を支える次代の科学技術の担い手となる人材を育成します。

データサイエンスプログラム
情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の融合プログラムです。
情報科学、バイオサイエンス、物質科学に関わるデタ駆動型科学、AI駆動型科学の最先端の幅広い知識と高度な専門性を備え、蓄積された膨大
なデタの処理、可視化、分析を通じてその奥に隠れた「真理」や「価値」を引き出して、次代の科学・技術の進歩や社会の発展に貢献できる人
材を育成します。

デジタルグリーンイノベーションプログラム
情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の融合プログラムです。
社会・経済を支える、情報科学、バイオサイエンス、あるいは、物質創成科学の高度な専門性と、それに隣接する融合分野、とくにグリン分野
とデジタル分野を包含する融合分野を理解できる広範な素養を持ち、社会全体を見渡す俯瞰的な視点から物事を考え、社会においてグリン分野
とデジタル分野において発展を続けるデジタルグリン科学技術の活用やイノベションを担う人材を育成します。

5 つ の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 概 要 と 人 材 育 成 目 標

各プログラムの
詳細はこちら



スパコンからIoTまで省エネ社会に必要な新計算基盤を提案・評価・頒布する。限界が見えてきたノイマン型コンピュタと各種非ノイ
マン型コンピュタを融合し、複雑なアプリケションをマルチレベルパイプライン実装する。シミュレタ設計に始まり、超大容量
FPGAへの実装やLSI設計に至る研究過程を通じて、学生は、様々なデタフロセントリク処理に対して、デバイス、ハドウェア、
アキテクチ、コンパイラ、アプリケションの多層をまたがってシステムを最適化するスキルを獲得する。このようなシステムア
キテクトは、既製品しか知らない技術者とは一線を画し、次の省エネ社会に不可欠な人材である。

超効率CGRA、暗号アクセラレータ、超伝導AI、脳型コンピュータ、VLSI開発

情 報 科 学 領 域
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】

研
究
室
一
覧
　
【
情
報
科
学
領
域
】

11 Nara Institute of Science and Technology 12Nara Institute of Science and Technology

コンピューティング・アーキテクチャ研究室 中島　康彦 教授

誰もが信頼して利用できるディペンダブルなシステムのために、分散システム・アルゴリズムに関する理論的研究からVLSIのテスト・
信頼性・安全性に関する実用的研究まで多角的な研究・教育を行う。

分散アルゴリズム自己安定アルゴリズム、個体群プロトコル、確率的分散アルゴリズム、ランダムウォーク、モバイル
エージェント、ロボットスウォーム・VLSI脳型コンピュータ、ハードウェアトロイ検出、機械学習によるテスト最適化

ディペンダブルシステム学研究室 井上　美智子 教授

あらゆる場所に情報技術が溶け込んだユビキタスコンピュティング社会の実現を目標に、様々な要素技術に関する基礎研究から、そ
れらを用いた実システムの構築に至るまで、理論と実践の両面から教育・研究を行う。

IoT、分散処理・エッジコンピューティング、センシングシステム、スマートホーム、健康支援、ユーザ参加型センシング、
ITS、災害時通信、社会情報システム、コンテキスト推定、行動変容、機械学習の応用

ユビキタスコンピューティングシステム研究室 安本　慶一 教授

ソフトウェアが持つ脆弱性の克服とソフトウェア開発・利用における新たな基盤技術の確立をめざし、ソフトウェア製品・サビスの開
発および利用に関わる理論、方法論、モデル、環境・ツル、ベンチマキング、技術移転等に関して、理論と実践の両面から研究・教育を
行う。

ソフトウェア実行モニタリング・障害分析、ソフトウェア可視化、プログラミング教育、ソフトウェアエコシステム、プロ
グラミング適格性評価、ソフトウェアライブラリ

ソフトウェア工学研究室 松本　健一 教授

大規模で複雑なソフトウェアシステムや効率的で利便性の高いクラウドシステムの設計・開発に必要とされる基盤技術、設計法・開発管
理手法について研究・教育を行う。

ソフトウェア・プロセス、ソフトウェア解析(コードクローン、リファクタリング)、
ソフトウェアテスト(DevOps、Continuous Integration)、クラウド基盤システム(仮想計算機、仮想ネットワーク)

ソフトウェア設計学研究室 飯田　元 教授

サイバスペスおよびそれを構成するインタネトを高度化し、レジリエンスを向上させていくための実証的な技術開発と、社会
に対する積極的な技術移転を目指す研究・教育を行う。

サイバーセキュリティ、インシデントレスポンス、オペレーティングシステム、クラウド、webセキュリティ、IoT、エッジ
ネットワーク、通信プロトコル、インターネット技術、プライバシ保護

サイバーレジリエンス構成学研究室 門林　雄基 教授

情報セキュリティ工学研究室では、情報セキュリティをシステムに実現する際、セキュリティアンカとなるハドウェアの安全性確
保及び、それを基礎として構成されるセキュアなシステムを構築・運用するための研究・教育を行う。

ハードウェアセキュリティの理論と応用、計測・センサーセキュリティ、サイバーフィジカルシステムセキュリティ、ハー
ドウェアトロイ、サイドチャネル解析、暗号実装、電磁波セキュリティ、環境電磁工学

情報セキュリティ工学研究室 林　優一 教授

Society5.0の実現、SDGsの達成のキテクノ

ロジとなる情報科学、およびその関連分野にお

いて、若い研究者が力量を発揮できる環境を整備

し、日本と世界の情報基盤を支える突出した研究

成果の創出と、高度な専門性を身につけた研究

者・技術者の育成を目指しています。
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コンピューティング・アーキテクチャ研究室

ディペンダブルシステム学研究室

ユビキタスコンピューティングシステム研究室

ソフトウェア工学研究室

ソフトウェア設計学研究室

サイバーレジリエンス構成学研究室

情報セキュリティ工学研究室

協力情報基盤システム学研究室

形式検証研究室

ネットワーク統合運用研究室

自然言語処理学研究室

ソーシャル・コンピューティング研究室

ネットワークシステム学研究室

インタラクティブメディア設計学研究室

光メディアインタフェース研究室

サイバネティクス・リアリティ工学研究室

ヒューマンロボティクス研究室

大規模システム管理研究室

数理情報学研究室

生体医用画像研究室

計算システムズ生物学研究室

計算行動神経科学研究室

ロボットラーニング研究室

連携

連携

ヒューマンウェア工学研究室連携

超高信頼ソフトウェアシステム検証学研究室連携

多言語ナレッジコンピューティング研究室連携

計算神経科学研究室連携

生体分子情報学研究室連携

マルチモーダル環境認識研究室連携

デジタルヒューマン学研究室連携

ロボット対話知能研究室連携

シンビオティックシステム研究室連携

データ駆動知識処理研究室連携

光センシング研究室連携

コミュニケーション学研究室連携

D i v i s i o n  o f  I n f o r m a t i o n  S c i e n c e
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インフラストラクチとしてのインタネトを支える基盤技術や運用技術からインタネトを利用した様々なサビス技術と
いった情報基盤に関連する研究・教育を行う。

クラウド/エッジ/フォグコンピューティング、公共交通ビッグデータ解析、スマートシティ、位置情報サービス屋内測
位、屋内ビッグデータ解析、ナビゲーションシステム、サイバーセキュリティネットワーク/IoT/自動車セキュリティ、
仮想化技術、コンピュータネットワーク運用管理、電子図書館システム技術、分散オンラインストレージ、ネットワーク設
定自動化、災害時ネットワーク衛星ネットワーク、メッセージフェリー、HPCクラスタ

協力情報基盤システム学研究室 藤川　和利 教授

来るべき人工知能社会における人間中心の情報処理をめざすヒュマンウェアを、センシング技術で実現する研究・教育を行う。

ヒューマンウエア、ヒューマンセンシング、人工知能、ディープラーニング、生体信号解析、介護、見守り、スマートハウス、
車載、セキュリティ

ヒューマンウェア工学研究室 佐藤　佳州 客員教授

小林　和真 客員教授

AFFELDT Reynald 客員教授

パナソニク株式会社

メ デ ィ ア 情 報 学

連携

デタ駆動型社会におけるソフトウェアの信頼性・安全性の向上のために、確率的事象や物理環境などの不確実性を扱うシステムの仕
様記述・検証のための形式手法について研究・教育を行う。

ソフトウェア科学、ソフトウェアの信頼性・安全性、形式手法、形式検証、ロボティクス検証、プログラム検証、プロトコル
検証、仕様記述、数学の形式化、確率論・不確実性の形式化、確率的プログラム、統計ソフトウェア、機械学習システム

形式検証研究室 国立研究開発法人産業技術総合研究所連携

未来のインタネトを実現するための、ネトワク基盤・アキテクチ・サビス技術ならびにその検証・展開・普及に関する研
究・教育を行う。

通信インフラ技術光、無線、アクセスなど、大規模ネットワーク基盤技術、次世代インターネット技術、新技術の実展開
に関わる統合、移行技術

ネットワーク統合運用研究室 国立研究開発法人情報通信研究機構連携

富士通株式会社連携

渡辺　太郎 教授

計算機に言語を理解および生成させる自然言語処理を通して、人間がどのように言語を理解し、知識を表現しているのかを解明する。

自然言語処理、機械学習、言語構文解析・意味解析、言語資源データベース、文書・画像からの情報抽出・知識獲得、機械翻
訳、自動要約、質問応用生成、言語学習・言語教育支援、多言語情報処理、地理空間情報処理

自然言語処理学研究室

荒牧　英治 教授

自然言語処理、ソシルメディア解析を中心とした情報技術を用いたアプロチで、医療をはじめとした実社会への応用を目指し、実
用性の高い応用成果と科学指向の両面を併せ持つ新しいタイプの情報学の研究・教育を行う。

ソーシャルコンピューティング、ソーシャルメディア、ウェブサイエンス、計算社会学、自然言語処理、医療言語処理、医療
情報、人工知能、機械学習、データベース

ソーシャル・コンピューティング研究室

岡田　実 教授

効率的な情報とエネルギの伝送と環境の認知を可能にするワイヤレスネトワクの実現を目指し、応用技術の確立とその基礎とな
る伝送理論、通信理論と信号処理に関する研究・教育を行う。

ワイヤレスネットワークシステム、移動通信、衛星通信、ワイヤレス給電、電波センシング

ネットワークシステム学研究室

加藤　博一 教授

普段の生活の中で誰もがその恩恵にあずかることができる未来のインタラクティブメディアのあり方を考え、それを実現するために必
要となる、メディア処理、ヒュマンインタフェスに関する研究・教育を行う。

ヒューマンインタフェース、拡張現実感(AR)、ヒューマンロボットインタラクション、コンピュータビジョン、バーチャル
リアリティ、コンピュータグラフィックス

インタラクティブメディア設計学研究室

向川　康博 教授

カメラでシンの3次元形状や材質を推定するコンピュタビジョンと、本物と見分けのつかない視覚情報を作り出すコンピュタグ
ラフィクスを土台として、光と画像を用いた人間と機械をつなぐインタフェス技術に関する研究・教育を行う。

コンピュータビジョン、コンピュータグラフィックス、コンピュテーショナルフォトグラフィ、光学システム、パターン認
識、深層学習

光メディアインタフェース研究室

清川　清 教授

使うことで新たな能力を獲得し、より安全、安心、便利な生活が送れるような、人間に対するプラグイン、エクステンションモジュル
としての情報システムに関する研究・教育を行う。

人間拡張、障害者支援、バーチャルリアリティ、拡張現実感、人間や環境の理解、コンピュータビジョン、感情推定、ウェア
ラブルコンピューティング、ディスプレイデバイス、生体情報処理、コンテキストアウェアネス、コミュニケーション支
援、メタバース

サイバネティクス・リアリティ工学研究室

岩倉　友哉 客員教授

自然言語処理の技術を用いて、企業や社会にある膨大な多言語テキストデタから有益な知識を抽出して構造化、構造化した知識を利
用するの研究・教育を行う。

自然言語処理、多言語情報処理、セマンティック処理、知識獲得、知識構造化、ナレッジグラフ

多言語ナレッジコンピューティング研究室

石濱　直樹 客員教授

極限環境で正しい動作が求められるソフトウェアの超高信頼性・安全性を実現するための方法論を教育・研究する。宇宙機ソフトウェア
開発に成功し続けるための課題を、実際の開発デタから得られる有用な知見に基づいて解決する。

高信頼性・安全性検証/評価手法の開発・効率化ロバスト性検証及び検証自動化、ソフトウェアシステム全体の欠陥モー
ドの体系化及びそのシステムへの影響度評価手法、実プロジェクト開発データに基づく解析/分析技術の研究開発

超高信頼ソフトウェアシステム検証学研究室 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構連携

日本電気株式会社デジタルテクノロジ開発研究所、
ビジュアルインテリジェンス研究所連携 石山　塁 客員教授

人と機械の共生による社会課題の解決に向けて、様々な人やモノが行き交う実世界を認識・理解するためのセンシングとデタ
収集・分析技術、およびその実応用について研究・教育を行う。

画像認識、人工物メトリクス、物体認証、深層学習、高速ビジョン

シンビオティックシステム研究室

国立研究開発法人情報通信研究機構連携 鳥澤　健太郎 客員教授

ビグデタを対象とした知的で大規模な、さらには社会問題解決等、社会で役立つ自然言語処理システムの構築ならびにそのシステ
ムで必要となる各種自然言語処理技術に関する研究・教育を行う。

ビッグデータを用いた情報抽出/知識獲得技術、質問応答技術、対話技術等の研究、およびそのための問題設計・データ構
築方法論、自動要約等の情報集約、推論、対話戦略策定等の深い言語理解に関する基盤技術、大規模自然言語処理システム
開発の研究

データ駆動知識処理研究室

オムロン株式会社技術本部・知財本部連携 諏訪　正樹 客員教授

新しいイメジング技術の創出や、画像処理によるパタンや立体物の認識、あるいは人間の行動や動作の認識などを中心に、人間の視
覚機能に迫るビジョンセンシングの研究・教育を行う。

ビジョンセンシング、画像意味理解、3次元画像計測・認識、Time of Flight Sensor、画像処理、FA画像処理、ひとの動作理解

光センシング研究室
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日本電信電話株式会社
NTTコミュニケション科学基礎研究所連携 岩田　具治 客員教授

実世界で得られる不完全なデタからでも、人間の社会的・経済的活動などの複雑な現象をモデル化、分析、予測できるようにする機械
学習技術に関する研究・教育を行う。

機械学習、データマイニング、不完全データからの学習、メタ学習、物理学の知見を活用した深層学習

コミュニケーション学研究室

シ ス テ ム 情 報 学

和田　隆広 教授

感覚情報処理から運動制御までを人工的に構成するロボティクス技術、人間の感覚運動系などのシステム論的理解やモデリング、さら
にこれらを融合したヒュマンマシンシステムの構成手法に関する教育研究を行う。

ヒューマンロボティクス、人間機械システム、知能機械システム、ヒューマンモデリング、ヒューマンマシンインタフェー
ス、マニピュレーション、ロボットビジョン、ヒューマンロボットコラボレーション、Shared control、ロボット制御、遠隔
操作ロボット、身体性認知科学、乗り物酔い

ヒューマンロボティクス研究室

松原　崇充 教授

人中心環境で活躍するロボトの高度な知覚・判断・行動機能の実現に向けて、機械学習とロボティクスの融合領域であるロボトラ
ニング技術とその実世界応用に関する研究・教育を行う。

機械学習、強化学習、深層学習、深層強化学習、模倣見まね学習、人ロボット協調作業、人支援ロボット、ヒューマンロ
ボットインターフェース、Human-in-the-loop

ロボットラーニング研究室

笠原　正治 教授

不確実な社会に対するスマトな意思決定に向けた数理的手法と情報処理技術を開発し、現実システムに応用する研究・教育を行う。

数理アナリティクス、ブロック・チェーン、ネットワーク最適化NFV、スライスモビリティ、eBPF、機械学習、利己的最適
制御混雑緩和、リソース・マネージメント、意思決定待ち行列理論、数理最適化、ゲーム理論、強化学習、データ構造と
アルゴリズムZDD、ネットワーク信頼性

大規模システム管理研究室

池田　和司 教授

数理モデルにもとづいた問題解決、特に機械学習アルゴリズムの開発と解析、脳神経活動や行動デタなどの生体信号解析やモデル化
による数理生命科学、ヒュマン・マシン・システムの工学応用、マテリアルズ・インフォマティクスやバイオインフォマティクスなど
のデタ科学に関する研究・教育を行う。

数理情報学、機械学習、数理生命科学、計算神経科学、認知ロボティクス、時系列解析

数理情報学研究室

佐藤　嘉伸 教授

「画像・人工知能」×「生体医療」の融合領域を開拓する。生体医用画像解析を中心として、人体や医療を情報科学のツルを用いて分析・
モデル化し、さらに医療支援システムに応用する研究・教育を行う。

医用画像解析、コンピュータ外科、仮想人体、計算解剖学、計算医学、手術データサイエンス、手術ナビゲーション、画像認識、
深層学習、機械学習、統計モデル、MRI、ネットワーク医療、医療ビッグデータ、医療診断支援、患者固有シミュレーション

生体医用画像研究室

田中　沙織 特任准教授

人間をそれを取り巻く環境も含めて理解するために、脳の情報処理機構に基づく行動モデルの構築と、実験的手法やデタ駆動的手法
による検証によって、人間行動の原理探求を行うとともに、社会応用に関する研究・教育を行う。

計算神経科学、意思決定、強化学習、計算精神医学、脳活動計測、脳画像データベース

計算行動神経科学研究室

川鍋　一晃 客員教授

脳機能の情報処理の観点からの解明と、それに基づく新たな人工知能の実現を目指し、ブレイン・デコディング、ブレイン・マシン・イ
ンタフェス、ニュロフィ ドバク、ロボト学習などの方法論をもとに最新の機械学習手法を駆使した計算理論的神経科学の研
究・教育を行う。

計 算 神 経 科 学 、人 工 知 能 、脳 活 動 計 測 、動 的 モ デ ル 、脳 活 動 デ コ ー デ ィ ン グ 、脳 機 能 結 合 解 析 、 ブ レ イ ン マ シ ン イ ン タ
フェース、強化学習、ロボティクス

計算神経科学研究室

金谷　重彦 教授

生命現象を情報科学により解明する。ナノからマクロに至る様々な生命機能に対する計測手法と、それによる生命機能解明のための情
報処理技術に関する研究・教育を行う。

バイオデータベース、バイオネットワーク、バイオインフォマティクス、メタボロミクス、システムズバイオロジー、デー
タサイエンス、バイオイメージング、インシリコバイオロジー、医療情報学、ヘルスケアインフォマティクス、生体医工学、
医用画像工学、無拘束生体情報計測分析

計算システムズ生物学研究室

※音声・言語処理を中心としたAI・デタサイエンス分野の新研究室を設置予定。
株式会社国際電気通信基礎技術研究所連携

福井　一彦 客員教授
富井　健太郎 客員教授

村井　昭彦 客員教授
堂前　幸康 客員教授

生体分子の機能とそのメカニズムを探るための、バイオインフォマティクスの手法を用い、大規模計測デタを活用したオミクス解
析やドラグリポジショニング、さらに実験的デタにおける情報の欠損を補う分子シュミレションなど、情報工学的な手法により
生命科学における知識発見を目指す研究教育を行う。

バイオインフォマティクス、タンパク質、分子間相互作用、分子シミュレーション、単粒子解析

生体分子情報学研究室 国立研究開発法人産業技術総合研究所連携

多田　充徳 客員教授

ヒトの運動生成・制御の解明を目指し、形体や解剖学に基づいた標準・個人デジタルヒュマン生成のためのモデル化技術、ヒトの体性
感覚情報推定・動作解析のための運動・動力学計算技術、及び運動計測からフィドバクを行うためのデバイス・システム開発技術に
ついて、研究・教育を行う。

デジタルヒューマンモデリング、コンピュータグラフィクス、運動・動力学計算、体性感覚情報推定、光学式モーション
キャプチャ、視覚・触覚フィードバック

デジタルヒューマン学研究室 国立研究開発法人産業技術総合研究所連携

吉野　幸一郎 客員教授

「人と共生するロボト・システム」の対話知能を実現するため、実世界で動作する対話ロボトを題材に理解、制御、生成のそれぞれの
課題について取り組む。理解・生成の研究ではそれぞれ言語を中心に、音声、画像、ロボト動作などの多様なモダリティを利用した研
究を行う。対話制御、思考、推論、知識構造などの仕組みについても取り扱う。

対話システム、対話ロボット、自然言語処理、音声言語処理、Vision & Language、知能情報処理

ロボット対話知能研究室 国立研究開発法人理化学研究所連携

川西　康友 客員教授

ロボトの周囲環境を観測した多様なセンサデタに対する信号処理・パタン認識に関する研究を推進する。特に、コンピュタビ
ジョンを中心として、環境自体の3次元的な理解や、環境中に存在する物体の認識・追跡、ロボトの周囲にいる人物について詳細に理
解する研究、複数モダリティを統合的に利用したパタン認識手法に関する研究などに取り組む。

コンピュータビジョン、物体認識、人物認識、画像処理、マルチモーダル統合

マルチモーダル環境認識研究室 国立研究開発法人理化学研究所連携
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植物にフォカスして生命・環境・資源・食糧等諸

問題の解決に迫る「植物科学」、生命機能の基礎研

究から疾患原因解明の応用研究まで行う「メディ

カル生物学」、革新的な科学技術の創造を目指す

「統合システム生物学」の3分野で、生命科学の最

先端を研究しています。

微生物インタラクション研究室

環境微生物学研究室

構造生命科学研究室

植物免疫学研究室

植物共生学研究室

植物二次代謝研究室

植物再生学研究室

遺伝子発現制御研究室

植物発生シグナル研究室

植物代謝制御研究室

植物成長制御研究室

花発生分子遺伝学研究室

植物生理学研究室

発生医科学研究室

器官発生工学研究室

機能ゲノム医学研究室

分子免疫制御研究室

分子医学細胞生物学研究室

RNA分子医科学研究室

幹細胞工学研究室

神経システム生物学研究室

バイオエンジニアリング研究室

データ駆動型生物学研究室

微生物分子機能学研究室

植 物 科 学

メディカル生物学

統合システム生物学

連携

D i v i s i o n  o f  B i o l o g i c a l  S c i e n c e

環境因子と遺伝的プログラムの相互作用が、植物の成長ダイナミクスや有性生殖を統御するメカニズムの解明を目指し、分生遺伝学、オ
ミクス解析、ライブイメジングなどを駆使して研究・教育を行う。

植物成長動態、環境応答、生殖細胞形成、発生進化、遺伝子発現制御、シロイヌナズナ、ゼニゴケ、ライブイメージング

植物発生シグナル研究室 中島　敬二 教授

木質バイオマスを活用した環境・エネルギ問題の解決と産業貢献に向けて、植物細胞分化・細胞壁・物質輸送の制御機構、植物の機能・
代謝・力学の調節機構、有用植物・樹木の作出に関する研究・教育を行う。

木質バイオマス、細胞壁、分子育種、植物の力学特性・力学応答、物質輸送制御

植物代謝制御研究室 出村　拓 教授

地球レベルの食糧・環境問題の解決や植物バイオマスの増産につながる技術開発を目指し、細胞周期やDNA倍加の制御機構、環境スト
レスに応答した細胞増殖の停止機構、ゲノムの安定維持機構に焦点をあてた研究・教育を行う。

植物バイオマス、細胞周期、DNA倍加、環境ストレス応答、植物ホルモン、ゲノム恒常性、クロマチン、組織再生

植物成長制御研究室 梅田　正明 教授

植物の花発生における遺伝子発現の時空間特異性および環境応答性の機構解明を目指し、エピジェネティクスや植物ホルモンに着目し
た研究・教育を行う。

花発生、分子遺伝学、ゲノミクス、合成生物学、クロマチン、エピジェネティクス、ヒストン修飾、植物ホルモン、シグナル伝達、メリステム、環境応答

花発生分子遺伝学研究室 伊藤　寿朗 教授

移動できない植物が持つ多様かつ鋭敏な環境応答を理解するため、生理学および時間生物学的な立場から、植物が環境変化を認識し予
測する仕組みを明らかにする研究・教育を実施する。

概日時計、サーカディアンリズム、光周性花成、リズム解析、転写制御、組織単離、環境応答、幹細胞

植物生理学研究室 遠藤　求 教授

植物の免疫・共生制御メカニズム及び微生物共生を介した環境適応戦略に関して、分子レベルで解明を進めるとともに、環境保全型農業
技術の開発につなげるための研究・教育を行う。

植物免疫、環境応答、成長と防御、生物間相互作用、共生マイクロバイオーム、微生物

植物免疫学研究室 西條　雄介 教授

自然界に広く存在する植物二次代謝物の構造多様性について種間比較解析を行い、オミクス統合解析などにより有用代謝物産生に関わ
る遺伝子群の解明を行う機能ゲノミクス研究、およびそれに関わる研究・教育を行う。

機能ゲノミクス、オミクス統合解析、植物種間比較代謝多型、生合成経路の解明、機能付加育種、環境ストレス代謝応答、栄養欠乏代謝応答

植物二次代謝研究室 峠　隆之 准教授

植物の器官再生および形態形成に関して、分子制御メカニズムの解明および農業分野への応用展開を目指した研究および教育活動を行う。

器官再生、リプログラミング、組織培養、接ぎ木、細胞運命決定、エピジェネティック制御、転写制御ネットワーク、シング
ルセル解析、イメージング

植物再生学研究室 池内　桃子 特任准教授

甚大な農業被害をもたらす寄生雑草の駆除方法の開発を目指して、ハマウツボ科寄生植物の寄生の分子機構とその進化のメカニズムを
解明するための研究・教育をおこなう。

寄生植物、ストライガ、植物間相互作用、変異体、吸器形成、トランスクリプトーム解析、ゲノム解析、植物ホルモン、細胞壁、進化、バイオインフォマティクス

植物共生学研究室 吉田 聡子 教授

植 物 科 学
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人類に身近な微生物がどのようにふるまい、他生物や環境要因とどのように相互作用することで複雑な生態系を構築するのかを分子・
代謝・細胞レベルで明らかにし、ミクロの世界における多様性の理解を目指した研究・教育を行う。食と健康を意識したバイオ技術にも
貢献していく。

微生物生態、微生物間相互作用、タンパク質間相互作用、シグナル伝達、環境応答、小胞体ストレス

微生物インタラクション研究室 渡辺　大輔 准教授

微生物がもつユニクな代謝能力を細胞分子レベルで解明するための研究・教育を行う。微生物機能を利用した、環境問題や持続可能
な社会の実現に資する技術の開発を目指す。

微生物学、代謝工学、ゲノミクス、トランスクリプトミクス、酵素化学、イメージング、遺伝子工学、微生物育種、進化、微生
物スクリーニング

環境微生物学研究室 吉田　昭介 教授

生命現象には蛋白質やRNAなど様々な分子が関わっている。これらが織りなすダイナミクな構造変化に起因する分子メカニズムを
原子レベルで明らかとすべく、新たな研究手法を組み合わせた構造生物学的解析による基盤研究・教育を行う。

分子生物学、蛋白質科学、構造生命科学、物質輸送、蛋白質輸送、蛋白質相互作用、超分子複合体、分子メカニズム

構造生命科学研究室 塚崎　智也 教授

せきつい動物発生の過程で起こるダイナミクな現象の動作原理を解明することを目的とした研究・教育を行う。

せきつい動物の発生、遺伝子発現の調節、時間制御、細胞移動、左右パターン形成、創傷治癒、ライブイメージング

遺伝子発現制御研究室 別所　康全 教授

スマトセルバイオ×デジタル技術と統合オミクス解析を駆使して創製した微生物細胞を用いて、非可食バイオマスからバイオ燃
料やグリン化学品を高効率で生産するバイオリファイナリ技術に関する研究・教育を行う。微生物の潜在能力を最大限活かして、
カボンニュトラルの実現を目指す。

スマートセル創製技術、応用微生物学、遺伝子発現制御、システムバイオロジー、高効率バイオプロセス

微生物分子機能学研究室 乾　将行 客員教授

神経細胞や組織の形態形成の仕組みを、シグナル伝達、細胞骨格、細胞内輸送の観点から、分子・細胞・発生生物学的手法、力計測及び数
理モデルの手法を用いて統合的に解明するとともに、その破綻により引き起こされる疾患の原因解明と治療法開発を目指す研究・教育
を行う。

神経回路、軸索、極性、対称性の破れ、細胞移動、細胞骨格、細胞内分子輸送、牽引力、シグナル伝達、ライブイメージング、
ノックアウトマウス、システムバイオロジー、再生医学

神経システム生物学研究室 稲垣　直之 教授

バイオテクノロジによる社会貢献に向けて、バイオインフォマティクスや分子生物学的手法を駆使し、植物の遺伝子発現制御機構の
理解・制御や、様々な有用物質医療用タンパク質等生産系の高効率化、植物の環境応答機構の解明・改変に関わる研究・教育を行う。

遺伝子発現制御、バイオインフォマティクス・機械学習、バイオテクノロジー、有用物質生産、植物の環境応答

バイオエンジニアリング研究室 加藤　晃 教授

細胞・組織・個体レベルの機能発現の原理を解明することを目的とし、機能を表現する物理量と関連分子の実験デタに基づいてそれら
の相互作用を数理的に記述するとともに、機能と分子からなる統合的な生物システムについて研究・教育を行う。

メカノバイオロジー、トランスオミクス、疾患の非侵襲診断、画像からの定量化、データサイエンス、プログラミング

データ駆動型生物学研究室 作村　諭一 教授

統 合 シ ス テ ム 生 物 学

ヒトやマウスの獲得免疫系が「自己」と「非自己」を識別する際に、免疫応答のnegathive regulatorであるPD-1が果たす生理的役割
を、分子レベルとマウス個体レベルで探索する研究・教育を行う。

PD-1、獲得免疫、がん、免疫療法、抗体医薬、自己免疫疾患、ES細胞、ノックアウトマウス、トランスジェニックマウス、正常
体細胞中のゲノム変異

機能ゲノム医学研究室 石田　靖雅 准教授

免疫応答発動や炎症制御機構、ならびにそれらの破綻により引き起こされる自己免疫疾患、炎症性疾患などの発症メカニズムを理解す
るとともに、治療やワクチン開発を目指した研究・教育を行う。

自然免疫、炎症、自己免疫疾患、ワクチン、遺伝子発現、シグナル伝達

分子免疫制御研究室 河合　太郎 教授

脂質膜形態形成および脂質膜を介したシグナル伝達に関して、生体膜の形態機能形成に着目し、タンパク質と脂質分子の共役した細胞
内での分子機構を解明することにより、細胞や動物個体に見られる形態形成機構を理解し、かつ、疾患形成を解明することを目指す。

生化学、細胞生物学、構造生物学、データサイエンス、再構成実験、結晶化、超解像解析、深層学習、画像解析

分子医学細胞生物学研究室 末次　志郎 教授

microRNAなどの非コドRNAを介した遺伝子発現制御機構の全貌の理解を目標として、ショウジョウバエなどのモデル生物や疾患
ゲノム情報をもとにしたコンピュタ解析や分子生物学的手法を駆使した方法により、疾患・健康状態を司る分子機構の解明を目指し
た研究・教育を行う。

microRNA、非コードRNA、機能ゲノム解析、定量解析、モデル生物、ショウジョウバエ、小分子RNA経路多様性、マダニ

RNA分子医科学研究室 岡村　勝友 教授

発生過程で見られる組織形成のしくみを解明し、幹細胞の分化制御方法を開発する。さらに、疾患モデルを構築して病気の発症機構を明
らかにし、組織再生への応用を目指した研究・教育を行う。

幹細胞、ES細胞、iPS細胞、分化、次元培養、オルガノイド、内胚葉、胃、腸、肺、がん、組織形成、再生、リプログラミング、疾
患モデル、移植手術、発生、細胞増殖因子、シグナル伝達、遺伝子発現解析、凍結組織染色、ウィルスによる遺伝子導入

幹細胞工学研究室 栗崎　晃 教授

中枢神経系の多様な神経細胞の産生と機能維持の分子機構を知ることを目標に、神経細胞の発生における誘導因子と前駆細胞の反応性
の関係を、ニワトリ、マウス胚をモデルとして分子レベルで明らかにするとともに、いったん産生された神経細胞の機能維持のメカニズ
ムを解明する研究・教育を実施する。

神経発生、神経管、パターン形成、シグナル伝達、ソニック・ヘッジホッグ、ニワトリ、マウス、繊毛、眼科疾患、膜タンパク質

発生医科学研究室 笹井　紀明 准教授

異種間キメラや、疾患モデル動物を用い、異種及び異種間キメラの環境で発生・分化した器官・細胞の機能解析、あるいは異種環境へ移
植されたドナの機能獲得やそれに必要な要因の解明を通して、再生医療につながる研究・教育を実施する。

異種間キメラ、臓器形成、器官発生、発生工学、ES細胞、iPS細胞、幹細胞、臓器移植、再生医療、疾患モデル動物、ゲノム編集

器官発生工学研究室 磯谷　綾子 准教授

メ デ ィ カ ル 生 物 学

公益財団法人地球環境産業技術研究機構連携
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量子物性科学研究室

生体プロセス工学研究室

物性情報物理学研究室

機能超分子化学研究室

分子複合系科学研究室

ナノ高分子材料研究室

光反応分子科学研究室

データ駆動型化学研究室

マテリアルズ・インフォマティクス研究室

機能有機化学研究室

バイオ・テクノミメティック分子科学研究室

環境適応物質学研究室

先進機能材料研究室

データサイエンス系

連携

連携

光機能素子科学研究室

情報機能素子科学研究室

量子物理工学研究室

有機エレクトロニクス研究室

メゾスコピック物質科学研究室連携

D i v i s i o n  o f  M a t e r i a l s  S c i e n c e 物質の仕組みを電子、原子、分子レベルで深く理

解し、新しい素材や構造、機能の開発・創造を目指

します。基礎重視・応用奨励の研究が生む成果を

新理論の構築、新現象の発見、新機能材料の創成

などに結実させ、未来の開拓にグロバルに貢献

することが期待されています。

デバイス系 化 学 系

物 性 系 バイオマテリアルズ系

物質の量子状態と光が強結合したポラリトン状態や二次元物質へのフェムト秒レザ量子状態制御技術の応用、またナノサイズの有
機半導体結晶の選択的合成など、新しい光機能の解明や材料の創成に関する研究・教育を行う。

コヒーレント制御、時間分解分光、フェムト秒レーザー、振動ポラリトン、量子効果、有機半導体ナノ粒子、発光ダイオー
ド、有機レーザー、量子ドット、顕微分光

量子物性科学研究室 香月　浩之 准教授

レザ技術、顕微鏡技術、流体技術を駆使した、細胞、たんぱく質、分子性結晶などの微小な生体材料を高速かつ高精度に操作する方法を開発
し、これらの操作により生体材料にもたらされる諸現象を力学と生理学の両側面から明らかにし、工学に応用するための研究・教育を行う。

フェムト秒レーザー、光学顕微鏡、原子間力顕微鏡、マイクロ流路、セルソーター

生体プロセス工学研究室 細川　陽一郎 教授

固体中の不純物や薄膜界面、固体表面に形成した表面ナノ物質について、原子構造や電子状態から解明する多様な装置を用いた研究・教
育を行う。また目的に応じて新しい解析手法・装置の開発も行う。

不純物原子構造、薄膜界面原子構造、表面原子構造、電子エネルギバンド、表面磁性、表面発光、表面分子吸着、光電子ホ
ログラフィ、走査型トンネル顕微鏡、電子線回折、ラマン分光、角度分解光電子分光

物性情報物理学研究室 松下　智裕 教授

物 性 系

人工視覚や脳内埋植デバイスなど、バイオ医療応用に向けた先端半導体技術と光技術を融合したフォトニクデバイスの創出を目指し
て、光ナノサイエンス技術の実験と理論の両面から研究・教育を行う。

イメージセンサ、人工視覚デバイス、脳内埋植デバイス、電界イメージング、近赤外カラー化眼底カメラ

光機能素子科学研究室 太田　淳 教授

ディスプレイ、メモリ、など、次世代の情報機能をもつ半導体素子、電子デバイスの研究を行う。また、高効率な太陽電池や熱電変
換素子など、エナジハべスティングのキデバイスを薄膜技術を駆使して実現する。

薄膜トランジスタ、ディスプレイ、フレキシブルデバイス、酸化物材料、システムオンパネル、メモリ、  、バイオ系材
料、パワーデバイス、太陽電池、熱電素子、マテリアルインフォマティクス

情報機能素子科学研究室 浦岡　行治 教授

有機材料特有の「やわらかい」電子物性の制御とデバイス応用、および、独自計測技術の開発とそれによる未解明現象の理解を柱とし、
未来の超フレキシブルエレクトロニクスや環境発電のための新しいデバイスを創出するための研究・教育を行う。

有機半導体低分子/高分子、カーボンナノチューブ/有機分子複合体、有機薄膜成長、ポリマー配向制御、ナノスケール熱輸送
制御、走査型プローブ顕微鏡、放射光GIXD、電気的分光法、有機薄膜トランジスタ、有機太陽電池、フレキシブル熱電変換素子

有機エレクトロニクス研究室 中村　雅一 教授

メゾスコピク領域における新しい物理現象、特に薄膜の形態にすることで発現する新奇物性の開拓およびそのデバイス化を目指し
て、次世代のエネルギ変換材料/デバイスに関する研究開発・教育を行う。

ナノテクノロジー、薄膜化技術、強相関電子系材料、熱電変換材料、マテリアルズインフォマティクス

メゾスコピック物質科学研究室 内藤　康幸 客員教授

放射線計測を主な目的としたバルク無機単結晶、セラミクス、ガラス蛍光体を開発し、光物性、シンチレション特性、輝尽・熱・残光
特性に関する電子物性を中心とした研究・教育を行う。特性の良い材料を発見した場合は、搭載センサや装置開発を行うと共に、新規
物性計測用装置の開発も行う。

放射線誘起蛍光体、シンチレータ、放射線検出器、量子ビーム、個人被ばく線量計

量子物理工学研究室 柳田　健之 教授

デ バ イ ス 系

パナソニクホルディングス株式会社　
テクノロジ本部連携
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光誘導型触媒の創成、分子反応の立体制御や分子キラリティの解明、分子反応からの光情報やエネルギ制御へのアプロ―チなど、光
化学と有機化学・物理化学・錯体化学・触媒化学の融合領域を幅広く研究対象とし教育を行う。

有機光化学、有機物理化学、有機合成化学、錯体化学、有機金属化学、機能有機分子合成、フォトクロミズム、分子キラリ
ティー、発光性金属錯体、光分解性分子、遷移金属錯体、希土類錯体

光反応分子科学研究室 河合　壯 教授

対称性の高い三次元構造をもつ共有結合性の巨大分子や、ナノグラフェンを始めとする分子性ナノカボン材料、近赤外領域に吸収を
もつ色素、発光材料、光応答性分子の開発を目的に、最新の有機化学反応を駆使して新規π共役拡張芳香族化合物を設計・合成し、それ
らの物性評価と機能開発を通じて、研究・教育を行う。

機能性有機色素、多環芳香族炭化水素、近赤外吸収・発光、構造有機化学、有機光化学

機能有機化学研究室 荒谷　直樹 准教授

バイオミメティクスおよびテクノミメティクスに基づく分子マシンの設計・合成とナノ機械工学および生物応用に関する研究・教育
を行う。

有機合成化学、超分子化学、高分子化学、錯体化学、界面化学、生体関連化学、分子マシン、分子モーター、分子ギア、ナノ
カー、単一分子解析、人工細胞膜、生体高分子、生理活性分子、両親媒性分子

バイオ・テクノミメティック分子科学研究室 グエナエル ラペン 教授

CO2分離回収・固定化技術の実用化および脱炭素社会の構築を主たるテマとし、地球温暖化問題の解決に向けた基盤技術材料開発、
ナノ構造制御技術および実用化技術プロセス開発、システム設計に関する研究・教育を行う。

地球温暖化、CO2分離回収・固定、新エネルギー水素、省エネルギー、膜分離、吸着法、吸収法、ナノ構造制御、多孔質材料

環境適応物質学研究室 余語　克則 客員教授

化 学 系

タンパク質などの生体超分子の構造・機能メカニズムを解明するとともに、生物が発揮している素晴しい機能を化学的に発現し、それを
利用する新技術の開発に関する研究・教育を行う。

生体分子科学、ナノバイオテクノロジー、生物無機化学、タンパク質科学、生物物理化学、生体機能関連化学、有機合成化
学、錯体化学、触媒反応、機能制御、酵素反応、金属タンパク質、、分光法、機能性材料、メディシナルケミストリー、タ
ンパク質構造異常病、薬学、ヘモグロビン、抗体、タンパク質医薬品、人工酵素、コンピュータデザイン

機能超分子化学研究室 廣田　俊 教授

蛋白質分子集団が示す自律的集合離散現象に注目し、蛋白質科学及び生物物理学を基礎として、創薬のタゲトとなり得る蛋白質分
子複合系の理解や次世代蛋白質分子複合材料の開発に関する研究・教育を行う。

生物物理学、構造生物学、構造タンパク質を利用した材料開発、創薬に関わるタンパク質の構造解析、光応答性タンパク質
の情報伝達機構解明と利用

分子複合系科学研究室 上久保　裕生 教授

機械学習・深層学習や第一原理計算などのデジタル技術とリアル技術である実験化学を融合させ、物質の新しい学理を見出し、新材料創
成を実現するべく、研究・教育を行う。特に、触媒、光エネルギ変換、高分子重合など研究者の経験やシミュレションからのみでは現
象の予測が難しい問題に取り組む。

マテリアルズ・インフォマティクス、機械学習・深層学習、第一原理計算、実験化学・触媒化学

マテリアルズ・インフォマティクス研究室 藤井　幹也 教授

化学及び化学工学に関わる予測と設計に関する諸問題を、ケモインフォマティクス化学情報学を武器に、シミュレションを通して
解決する研究を行う。

ケモインフォマティクス、マテリアルズ・インフォマティクス、データ・サイエンス、機械学習、データモデリング

データ駆動型化学研究室 宮尾　知幸 准教授

分子技術の概念に基づき、分子設計、高分子合成、高分子間相互作用、およびナノ構造制御の各ステジにおける課題に取り組み、医療
材料、エネルギ関連材料、環境低負荷型材料に着目して、機能性高分子材料の創出に関する研究・教育を行う。

高分子構造制御、高分子間相互作用、高分子材料、環境低負荷型材料、生体適合材料、分解性高分子

ナノ高分子材料研究室 網代　広治 教授

バ イ オ マ テ リ ア ル ズ 系

デ ー タ サ イ エ ン ス 系

公益財団法人地球環境産業技術研究機構連携

材料創成技術や形態制御技術を基盤として、産業界の抱える課題に向き合い、次世代のエネルギデバイス実現の鍵となる革新的二次
電池材料、および地球環境に配慮した高分子材料に関する研究開発、およびその実用化技術開発を行う。

蓄エネルギー材料、全無機・全固体・リチウムイオン二次電池、薄膜、微粒子、ナノ材料、無機高分子、バイオマス、ポリ乳酸、
セルロースナノファイバー、精密重合、多分岐ポリマー

先進機能材料研究室 高橋　雅也 客員教授地方独立行政法人大阪産業技術研究所連携
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奈良先端大は、学部を持たない大学院大学であるため、国内外を問わず様々な出身の学生が
在籍しています。入学前の経歴も、大学、高専、有職者など多種多様です。学内では至るとこ
ろで英語や他言語が行き交い、その環境はまさしくグロバルキンパスです。

入 学 者 の 出 身 地 内 訳
※2022年度博士前期課程入学者単位名

在 学 生 の 出 身 国 内 訳 と 学 術 交 流 協 定 校 の 数

イ ベ ン ト

留 学 生 か ら メ  セ  ジ

入 学 者 の 出 身 校 内 訳

近畿地区

北海道

学術交流協定校

【在学生の出身国内訳】

38件

(5)

東北
(7)

関東
(46)中部

(34)
近畿
(197)

中国
(26)

四国
(10)九州

(24)

大阪
京都
滋賀
兵庫
奈良
和歌山
三重

……………………  57
……………………  49
……………………  32
……………………  28
……………………  19
……………………    7
……………………    5

京都大学
大阪大学
神戸大学
京都工芸繊維大学  
etc.

国立
29

滋賀県立大学
兵庫県立大学
大阪府立大学  
etc.

公立
10

Kasetsart University
Universiti Tunku Abdul Rahman, Lee Kong Chian
University of the Philippines, Diliman  
etc. 外国

9

奈良工業高等専門学校
大分工業高等専門学校
和歌山工業高等専門学校  
etc.

高専等
15

同志社大学
早稲田大学
慶應義塾大学
東京理科大学
近畿大学 
etc.

※博士後期課程を含む2022年10月時点

私立
36

その他1

グロバルキンパスという特色を活
かした様々なイベントを開催していま
す。例えば、日本や海外の文化、エク
ササイズをテマにしたイベントを通
じて、多文化への理解を深めるととも
に、各国の学生との国際交流を促進し
ています。また、学生が主催する課外
活動や学内交流イベントも多数あり
ます。国境を越えたつながりができる
ため、自然と視野も広がります。

ANDRIANALY TOJO FENOSOA さん
マダガスカル出身
物質創成科学領域　博士前期課程年　ナノ高分子材料研究室

※ヨガイベントの様子 ※奈良公園ツアの様子

I am now conduct ing research on the synthesis  of  a new range of  
polymeric materials owning a vast topological feature, then investigate 
about their unique characteristics. One of the questions that I often get 
asked is why did you choose NAIST? I usually answer, why not? NAIST 
provides good environment for students,  on point technology, and 
great guidance from professors. 
What I particularly enjoy about being here is that even if NAIST is a 
Japanese graduate school, it is welcoming to foreigners and has an 
extremely comfortable environment to learn and research. Moreover, 
t he re  i s  a  s t rong  cu l t u ra l  exchange  thanks  to  the  many  even t s  
organized by the university and the region.  

EUNIKE ANDRIANI KARDINATA さん
インドネシア出身
情報科学領域　博士前期課程年　自然言語処理研究室

Research is not just about intelligence, but also passion, dedication, 
exposure, experience, and many more. We need to learn from experts 
and expand our network for future col laborat ions.  NAIST provides 
these opportunities, and I am glad I could immerse myself in such a 
nurturing environment. Currently, my research is on relation extraction 
using pre-trained language models, as well as geography and natural 
language processing. Coming from a dierent major, it was not easy at 
rst, but the study groups and discussions with fellow labmates really 
helped me. In addition to this, I enjoy our monthly lab gatherings and 
outings around the campus.

ヨーロッパ

学術交流協定校

【在学生の出身国内訳】

52件
アジア

学術交流協定校

【在学生の出身国内訳】

2件
アフリカ

学術交流協定校

【在学生の出身国内訳】

9件
北米

学術交流協定校

【在学生の出身国内訳】

4件
南米

学術交流協定校 5件
オセアニア



手 厚 い サ ポ  ト

入 学 金 282,000円

授 業 料 267,900 円学期 1学年2学期制
サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

学 生 宿 舎 学生宿舎への優先入居について

大 学 借 り 上 げ 住 宅  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

〈 部 屋 の 種 類 〉

S u p p o r t

経済的困窮者に対する
入学料/授業料免除制度

経済的困窮者は申請により、入学料、授業料の全額又は
一部を免除する制度があります。
授業料免除制度については、本学の定める免除基準家計
基 準 及 び 学 業 基 準 を 満 た す 学 生 は 、過 去 5 年 間

2017-2021全員免除全額又は一部されています。

日本学生支援機構貸与奨学金

学業・人物共に優秀であり、かつ経済的理由により、修学が
困難であると認められる場合には本人の出願に基づいて
選考の上、奨学金が貸与されます。

積極的な海外派遣支援

共同研究、寄付金等の外部資金や各種競争的資金、支援財
団による助成事業等により、学生が海外の国際学会におい
て論文研究発表するための費用渡航費、滞在費、海外
旅行保険費等に対する助成や、英語研修や研究活動のた
めに海外の機関への派遣を積極的に行っています。

学生なんでも相談

本学は、学生のキンパスライフが快適であることを願っ
ています。しかし、様々な問題や悩みに直面した学生を支援
するため、相談員を配置し「学生なんでも相談」窓口を設け
ています。相談員が問題解決へのアドバイスのほか、内容
によっては適切な相談窓口を紹介しています。

1人台PCを設定

本学では学生に対して1人台の端末が割り当てられます。
専攻科目や利用方法に応じてノト型Mac、デスクト
プ型Mac、Windowsなど複数の環境を用意しており、
Microsoft Oceなど様々なアプリケションが利用で
きます。これらの端末は総合情報基盤センタの集中管理
によりインストルされているソフトウェアのバジョン
アプが実施され、どの端末を利用しても全く同一の環境
となっています。

大規模で複雑な科学技術計算を
可能にする最先端の計算サーバ群 

本学では大規模で複雑な科学技術計算を行うために、学内
には DELL PowerEdge R940xa 、DELL PowerEdge 
R600 など最先端の計算サバ群、クラウド上には、最先
端GPUが利用できる計算機環境を提供しており、本学構
成員は利用用途に応じて自由にこれらの計算機環境を利
用することができます。より広範な利用用途、各種アプリ
ケション利用を可能とするために仮想化技術が導入され
ており、これらの計算サバ群により利用者自身が計算機
環境を自由に構築でき、より高度な研究活動に打ち込むこ
とができます。

本学では709戸の学生宿舎を用意しており、
十分な研究時間の確保と経済的な負担の軽減の一助となっています。
駐車場も併設されており、利用希望者のほぼ全員が割当を受けています。

優秀な博士前期課程学生主に入学試験の成績を
もとに決定、博士後期課程への進学意欲の高い博
士前期課程学生5年一貫コス所属予定学生に
対し優先的に学生宿舎を提供しています。

学生宿舎への入居が叶わなかった方、また入居を希望されない方の下宿探しの一助として、大学周辺の独都市再生機
構の賃貸住宅中登美第三団地、平城第一団地、富雄団地を大学が借り上げ、希望者に定価の10OFFの家賃で提供
しています。
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学生が教育・研究活動に専念することができるよう、大学をあげて、

最大限の支援を実施しています。
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■家賃等の目安
●間　取1DK 3DK
●家　賃3万5干5万円
●共益費3千円前後
●保証金なし

※入居率入居許可者/入居希望者留学生を除く
※次年度の入居率は状況により変化します。
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―

月額　12,500円13,000円

入居者負担

家　族　用

10 室

 51.56㎡

机、キチン、トイレ、浴室、洗濯機等

 ―

月額　15,300円

入居者負担

年度

入居率

博士前期課程 博士後期課程

2022 68 100
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※令和5年度以降寄宿料・共益費改定の予定。
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修 了 生 か ら の メ  セ  ジ

情 報 科 学 領 域

C a r e e r  P a t h
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西川  剛樹 さん
パナソニクセンタベトナム　社長

パナソニクホルディングス株式会社　コポレト戦略・技術部門　技術 企画室　在籍

自らを変え、自らを創る環境に恵まれています

2005年　奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程　音情報処理学研究室　修了
2005年　松下電器産業株式会社現パナソニク株式会社入社　音響技術開発、HDコム開発に従事
2015年　音声翻訳端末開発に従事
2017年　要素技術開発センタ　課長
2019年　同・部長
2020年　テクノロジ本部・AI技術センタ　ヒュマンテクソリュション部　部長
2022年　現職

石井  佑汰 さん
アクセンチュア株式会社　
ビジネスコンサルタント職

多様な学生と最先端のテクノロジーが大きな糧に

2021年3月　奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科バイオサイエンス領域
                 博士前期課程　機能ゲノム医学研究室　修了

東條  彩音 さん
京セラ株式会社
研究開発本部デバイス研究開発統括部

奈良先端大で未来の自分発見

2017年3月　奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科博士前期課程　環境適応物質学研究室　修了
2017年4月　京セラ株式会社　半導体部品セラミク材料事業本部メタライズ事業部
2019年7月　同・研究開発本部デバイス研究開発統括部先進マテリアルデバイス研究所

私は、バイオサイエンス領域から、ビジネスコンサル
タントの道に進みました。
奈良先端大入学当初から、このような進路を目指し
ていたわけではありませんでした。バイオ領域でした
から、「製薬業界」をざっくりと意識していた覚えがあ
ります。しかし現実には、学部時代までの自分では全
く予想もしなかった進路に進んでいます。とは言え、
この進路を選択できてよかったと感じています。
新しい進路を選択できた背景には、奈良先端大での
次の経験が大きく影響しています。①奈良先端大で
当たり前に触れる最先端のテクノロジこそが、現代

のビジネスにおけるルルや前提を変えていること
に気づいたこと。②留学生然り、様々な背景を持つ学
生がいることで、その数だけ異なる視点とアイディア
を知ることができたこと。
そして私は今、その経験を武器に、外資系企業グ
ロバルチムの一員として、イノベションの実
現新しいビジネスや価値を生み出すことにチレ
ンジしています。
みなさんも、奈良先端大で最先端のテクノロジを
学び、そして駆使し、無限の可能性にチレンジして
ください。

私は大学の恩師からのステプアプや視野拡大の
勧めで奈良先端大に進学しました。博士前期/後期
通して音の研究に携わりました。高い能力の先生や
先輩から指導を頂き、共同研究にも恵まれ、やりが
いを持って研究ができ、賞も頂くことができました。
パナソニク入社後はHDコム会議システムの新
規開発に携わり、奈良先端大での研究を商品に搭載
することができました。オリンピクにも活 用さ

れ、社会に役立つことへの嬉しさを実感しました。現
在はパナソニクの音響技術開発の責任者をしてい
ます。前記経験で得た課題設定力、技術開発力、共
創力を活かして社会へのお役立ちにチレンジし
続けています。成果を上げる起点は今までの自分
を棚卸し、自らを変え、自らを創ることだと思いま
す。奈良先端大はその環境に恵まれています。皆さ
まのチレンジを応援します。

「大学院で研究したい」高専専攻科卒業後の進学先
に迷っていた時、学部がなくイチから研究が始めら
れると紹介されたのが奈良先端大でした。幅広い分
野かつ、社会貢献に繋がる最先端技術を研究できる
点に惹かれ、門を叩きました。入学当初は諸先輩方
の偉大な功績に気後れしましたが、先生方のお陰で
日を追うごとに不安も焦燥も忘れ、純粋に楽しいと
思える研究に没頭しました。日々研究の基本的な
進め方は勿論、研究者の姿勢や社会人のマナま

で手厚くご指導いただいたことは、今でも大いに役
立っています。現在、企業で研究職に就いている私
は、新製品開発に取り組んでいます。困った時、悩
んだ時にいつも立ち返るのが奈良先端大での学び
です。ここで培った経験はテマや分野を超え、就
職後もそのまま活きています。変化の激しい昨今、
研究者に求められることも多岐に渡ります。だから
こそ最先端を走る奈良先端大で学び、価値ある未
来の自分を発見して下さい。

就 職 先

アクセンチュア株式会社、株式会社朝日新聞社、朝日放送テレビ株式会社、Amazon Web Services, Inc.米国、アマゾンウェブサビスジパン合
同会社、株式会社江崎グリコ、株式会社STNet、SBテクノロジ株式会社、株式会社NRIセキュアテクノロジズ、株式会社NSソリュションズ関西、株
式会社NTTデタ数理システム、NTTドコモ、FPTジパンホルディングス株式会社、エムスリ株式会社、株式会社オプティム、株式会社オプテジ、
オムロン株式会社、花王株式会社、関西電力株式会社、キオクシア株式会社、株式会社クボタ、グロリ株式会社、株式会社国際電気通信基礎技術研究
所、小林製薬株式会社、株式会社サイバエジェント、サイボウズ株式会社、産業技術総合研究所、JX金属株式会社、シスコシステム合同会社、株式会
社島津製作所、シリコンスタジオ株式会社、新明和工業株式会社、住友電気工業株式会社、株式会社ZOZO、株式会社ソニ・インタラクティブエンタテ
インメント、ソニグルプ株式会社、ソニセミコンダクタソリュションズ株式会社、ソフトバンク株式会社、ダイキン工業株式会社、株式会社ティア
フォ、デロイトアナリティクス、Tencent Holdings Limited.中国、株式会社東芝、東芝システムテクノロジ株式会社、株式会社トヨタシステムズ、
株式会社豊田自動織機、日産自動車株式会社、日本経済新聞社、日本製鉄株式会社、日本電気株式会社、日本電信電話株式会社、日本放送協会、日本無線
株式会社、任天堂株式会社、ヌヴォトンテクノロジジパン株式会社、Baidu中国、ByteDance Ltd.シンガポル、パナソニクホルディングス
株式会社、株式会社ナビタイムジパン、株式会社日立製作所、日立造船株式会社、株式会社ビグツリテクノロジコンサルティング、株式会社フィ
リプス・ジパン、富士ソフト株式会社、学校法人藤田学園藤田医科大学、富士通株式会社、Hong Kong NetEase Interactive Entertainment 
Limited中国、本田技研工業株式会社、マイクロンメモリジパン株式会社、株式会社マクシスエンジニアリング、三菱自動車工業株式会社、三菱電機
インフォメションシステムズ株式会社、三菱電機株式会社、株式会社村田製作所、明治大学、株式会社MonotaRO、株式会社安川電機、ヤフ株式会
社、八楽株式会社、株式会社ユ・エス・イ、有人宇宙システム株式会社、LINE株式会社、楽天グルプ株式会社、楽天モバイル株式会社、特定国立研
究開発法人理化学研究所、立命館大学、株式会社レトリバ、ロツェ株式会社 等

バ イ オ サ イ エ ン ス 領 域
アクレイ株式会社、愛三種苗株式会社、株式会社アキタフズ、旭酒造株式会社、味の素ベカリ株式会社、株式会社アドバンテジリスクマネジメン
ト、株式会社アマダ、天野エンザイム株式会社、アルフレサファマ株式会社、伊藤ハム株式会社、エスエスケイフズ株式会社、smcラボラトリズ株
式会社、エヌ・ティ・ティ・コミュニケションズ株式会社、エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社、株式会社NTTデタ関西、OATアグリオ株式会社、花王株
式会社、株式会社キエンス、京都市役所、協友アグリ株式会社、小林製薬株式会社、株式会社小山本家酒造、佐藤薬品工業株式会社、サラヤ株式会社、
三幸製菓株式会社、サンスタグルプ、JCRファマ株式会社、滋賀県庁、シスメクス株式会社、株式会社資生堂、積水メディカル株式会社、シミク
CMO株式会社、シミクホルディングス株式会社、株式会社新生銀行、株式会社新日本科学PPD、SKY株式会社、積水化成品工業株式会社、株式会社
セク、株式会社ソフトウェア・サビス、SOLIZE株式会社、第一三共ケミカルファマ株式会社、第一三共株式会社、タカラバイオ株式会社、タマノイ酢
株式会社、中外製薬工業株式会社、DSP五協フドケミカル株式会社、株式会社DNAチプ研究所、ディンク株式会社、テブルマク株式会社、トキ
タ種苗株式会社、Top Gloveマレシア、ナカ工業株式会社、ナント種苗株式会社、日清丸紅飼料株式会社、日本ケミファ株式会社、株式会社日本ジェ
ネリク、一般財団法人日本食品分析センタ、日本製紙株式会社、日本ゼオン株式会社、日本電気株式会社、日本ハム食品株式会社、日本マクドナルド株
式会社、株式会社ハトフレンド、ハウス食品株式会社、株式会社HACARUS、株式会社はくばく、株式会社HARMAN、ヒガシマル醤油株式会社、株式会
社日立製作所、株式会社ファマフズ、ブリストル・マイヤズ スクイブ株式会社Bristol Myers Squibb、Henry Fok School of Biology 
and Agriculture, Shaoguan University中国、株式会社保健科学研究所、株式会社松風、マリンフド株式会社、マルホ株式会社、三笠製薬株式
会社、三井化学シンガポルR&Dセンタ、三菱商事ライフサイエンス株式会社、株式会社村田製作所、株式会社メンバズ、株式会社陽進堂、陽進堂
ホルディングス株式会社、株式会社りそな銀行、りそなデジタル・アイ株式会社、ロト製薬株式会社　等

物 質 創 成 科 学 領 域
アクセンチュア株式会社、旭化成株式会社、株式会社イシダ、ウエスタンデジタル合同会社日本、AGC株式会社、株式会社エムテクス、関東電化工業
株式会社、キオクシアホルディングス株式会社、キオクシア株式会社、京セラ株式会社、楠本化成株式会社、栗田工業株式会社、厚生産業株式会社、株式
会社コスメク、国立研究開発法人産業技術総合研究所、四電エナジサビス株式会社、シプ株式会社、信越化学工業株式会社、株式会社
SCREENセミコンダクタソリュションズ、株式会社SCREENホルディングス、株式会社SUBARU、住友金属鉱山株式会社、住友重機械工業株式会
社、住友電気工業株式会社、株式会社SUMCO、株式会社スリボンド、石油資源開発株式会社、ソフトバンク株式会社、大陽日酸株式会社、タキロンシ
アイ株式会社、Chinese Academy of Science中国、株式会社DJK、TDK株式会社、ディ・ディ・ファインエレクトロニクス株式会社、帝人株式
会社、株式会社デンソ 、東京エレクトロン株式会社、株式会社東芝、東ソ・シリカ株式会社、東洋炭素株式会社、凸版印刷株式会社、トヨタ自動車株式
会社、奈良県庁、株式会社ニコン、日亜化学工業、日東電工株式会社、株式会社日本触媒、日本製紙株式会社、日本テクノストラクチア株式会社、日本電
気株式会社、日本電気硝子株式会社、日本電産株式会社、日本特殊陶業株式会社、日本パカライジング株式会社、日本バイリン株式会社、ヌヴォトン 
テクノロジジパン株式会社、パナソニクホルディングス株式会社、富士電機株式会社、富士フイルムマニュファクチリング株式会社、HOYA株式
会社、本田技研工業株式会社、マイクロンメモリジパン株式会社、三菱ケミカル株式会社、三菱自動車工業株式会社、三菱電機株式会社、株式会社ミマ
キエンジニアリング、株式会社村田製作所、株式会社メガチプス、ロム株式会社　等

50音順　※2022年4月就職先
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国内外を問わず、また大学での専攻にとらわれず、高い基礎学力を
持った学生あるいは社会で活躍中の研究者・技術者などで、将来に
対する明確な目標と志、先端科学技術分野に対する強い興味と意欲
を持った人を求めます。特に、物事を論理的に考えることができ、ま
た、自分の考えが的確に表現できる力を持った人、旺盛な好奇心と何
にでも挑戦する実行力を持った人を積極的に受け入れます。

[数学出題範囲]
代数:下記のChapter1からChapter7
まで。
Gilbert Strang, Introduction to 
Linear Algebra, Fourth Edition, 
Wellesley-Cambridge Press
日本語訳:Gストラング線形代数イ
ントロダクション原書第版近代科
学社

なお、英語原書のFifth Editionで
は、Chapter1からChapter8まで。
解析:下記のChapter1からChapter 
15まで。
Serge Lang, A First Course in 
Calculus, Springer
日本語訳:Sラング解析入門岩波書店

最初に、専用サイト
で出願登録を行い
ます。
https://e-apply.jp/
ds/naist/

登録完了後、検定料
をお支払いください。
クレジトカド決
済、ネトバンキン
グ等の利用が可能
です。

卒業証明書、成績証
明書などの証明書
類の原本を郵送し
てください。

登録アドレスに通知
しま す の で 、マ イ
ペ ジからダウン
ロドしてください。

[バイオサイエンス出題範囲]
本学入学後に研究したいバイオサイ
エンスの研究分野の基礎知識、研究
内容について質問します。

[物質創成科学出題範囲]
出身専攻分野を考慮した物質科学関
連の基礎知識を問います。

●試験は、面接により下記のとおり1人20分程度日本語又は英語出願登録時に受験言語を選択により行います。
●面接は、オンライン形式で、原則としてウェブ会議システムWebex を使用して遠隔で行います。

①数学代数、解析等に関する口頭試問。
②提出された小論文及び出身専攻分野を

考慮した情報科学関連の質問。
　提出された小論文の写しの持込みは不可。

①提出された小論文等に基づく3分程度
の口述発表。

②提出された小論文に基づく、これまで
の研究内容や興味のある分野につい
ての口頭試問。

　小論文に記載された、当該分野の基
礎知識や理解度、説明能力などを問
います。

③提出された小論文に基づく、本学にお
いて取り組みたい研究についての口
頭試問。

　提出された小論文の写しの持込みは
不可。

①提出された小論文に基づく5分間の口
述発表。

②小論文及び発表に基づく出身専攻分
野を考慮した物質科学関連の15分程
度の口頭試問。

　小論文のみ持込み可。小論文に記載し
た図や式は説明に使って構いません。

オンライン出願

求める学生像

左記資質を有する優秀な人材を国内外から選抜するため、入学者選
抜は人物重視とし、面接試験を中心とした選抜試験を実施するとと
もに、推薦入試などの多様な選抜方法を実施します。

入学者選抜の基本方針

 試 験 回   出 願 期 間   選 抜 期 日   合 格 発 表   入 学 手 続 

高専推薦選抜 2023.4.10(月)
2023.4.14(金)

2023.6.5(月)
2023.6.7(水) 2023.7.18(火)

2024年2月下旬
(秋入学者は2023年9月下旬

2024年春学期第1回
2023年秋学期第2回

2023.6.5(月)
2023.6.7(水)

2023.7.3(月)
2023.7.8(土) 2023.7.18(火)

2024年春学期第2回 2023.9.25(月)
2023.9.27(水)

2023.10.24(火)
2023.10.26(木) 2023.11.1(水)

2024年春学期第3回
2024年秋学期第1回

2024.2.5(月)
2024.2.7(水) 2024.3.6(水) 2024.3.11(月) 2024年3月下旬

(秋入学者は2024年9月下旬

先端科学技術研究科　博士前期課程　350名　※春入学者・秋入学者の合計です。

情報科学区分　/　バイオサイエンス区分　/　物質創成科学区分
※飛び入学による受験者については、上記合格発表日に仮合格として発表し、後日所定の手続きを経た上、あらためて合格者として発表します。
　詳しくは学生募集要項を確認してください。
※高専推薦選抜については出願期間を適性審査申請期間、選抜期日を出願期間に読みかえてください。

情報科学区分 バイオサイエンス区分 物質創成科学区分

オンライン出願の流れ

オンライン出願の4つのメリット

オンライン
出願登録

検定料の
支払い

証明書類の
郵送

受験票
ダウンロード

受験

郵送先
〒630-0192
奈良県生駒市高山町
8916番地の5

※博士前期課程入試についての案内です。
※入試実施方法、日程等については状況により、変更になる可能性があります。
　最新の情報は本学HPにてお知らせいたしますので、随時ご確認ください。

クレジットカード決済
ネットバンキング

利用可能

申請・出願状況を
スマホやPCで

いつでも確認できる

出願期間中は
24時間支払いOK

申請書・願書の
記入不要

先 端 科 学
技 術 研 究 科

入 試 情 報 ( 2 0 2 4 年 度 入 学 

Admis s i on  I n f o rma t i on

入 試 日 程

ア ド ミ  シ ョ ン ポ リ シ 

募 集 人 員

試 験 区 分

オンライン試 験 形 式

実 施 方 法
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オンライン学生募集説明会

本学教員の生の声が聞けると毎回大好評の受験生必見イ
ベントです。オンラインなので、自宅等にいながら気軽に説
明を聞くことができます。
本学でどんなことができる大学院生活はどんな感じ入試
で問われる資質とは…など、受験生の気になる質問に教
員が直接お答えします
※説明会中はチト機能等を使っての質問もOK
※毎年4・5月、8・9月、1・2月頃にオンライン形式で実施。

受験生のためのオープンキャンパス

本学を受験される方への特別なオプンキンパスです。
毎年度5月、2月に開催しています。
昨年月は初めてハイブリト来校型/オンライン型で開
催し、遠方の方はオンラインで、お近くの方はご来学と、そ
れぞれのご事情に合わせてご参加いただきました。参加者
からは、教員や先輩学生と直接お話しができることが、モチ
ベションアプに繋がると大変好評です。
※今年度の開催現地/オンラインについては現在未定で
す。決定次第、本学HPにてご案内いたし
ます。

いつでも見学会

本学への受験をお考えの方や、興味のある方向けに個別の
研究室訪問を「いつでも」受け付けています。学生募集説明
会やオプンキンパスなどに参加できなかった方や、もっ
と詳しく個別の研究室について知りたいという方におすす
めです。
実際に本学にお越しいただき、研究室を見ていただくこと
ができます。
※新型コロナウイルス感染症等の状況に応じて、オンライ
ンでの対応となる場合もございます。

インターンシップ

高等専門学校生と大学生を対象としたインタンシププ
ログラムを実施しています。最新の研究設備の体験や本学
の先輩学生や教員との意見交換など、本学の研究を体感で
きる機会となっています。詳しくは各領域のHPをご覧くだ
さい。

▶情報科学領域
http://isw3.naist.jp/Admission/InternshipDomestic-ja.html
スプリングセミナ/サマセミナ/インタンシプ

▶バイオサイエンス領域
https://bsw3.naist.jp/entrance/events.html
長期・短期インタンシプ/バイオ塾

▶物質創成科学領域
https://mswebs.naist.jp/admission/recruitment.html
高専インタンシプ

学 生 募 集 イ ベ ン ト

E v e n t

本学への理解を深める一歩として、下記イベントを用意しています。

ぜひ一度ご参加ください。

詳細は本学ホムペジhttps://www.naist.jpをご覧ください。
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奈良先端科学技術
大学院大学

学研北生駒奈良先端大学前

高の原

学園前

大阪湾

●空港から
空港バス

空港バス

空港バス

近鉄奈良線

近鉄奈良線
近鉄けいはんな線生
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徒　歩
上本町

なんば

鶴　橋

上本町

近鉄奈良線
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JR関空特急はるか+JR大阪環状線

南海線　特急ラピトα

学園前

奈良交通バス
高山サイエンスタウン行き

約35分

約6分

約20分快速急行/約17分

快速急行/約20分

快速急行/約15分

快速急行/約17分

約25分
「奈良先端科学技術大学院大学」下車すぐ

約51分

約1時間20分

約34分

約60分 約8分
「奈良先端科学技術大学院大学」

下車すぐ
関西国際

空港

大阪国際
空港伊丹

●電車で新大阪・京都から

近鉄京都線 奈良交通バス高山サイエンスタウン行き高の原

学
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北
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駒

徒　歩本　町Osaka Metro御堂筋線 Osaka Metro中央線 + 近鉄けいはんな線

奈良交通バス
高山サイエンスタウン行き

約25分
「奈良先端科学技術大学院大学」下車すぐ

急行/約38分

約20分約34分約11分

高井田中央・高井田JRおおさか東線 Osaka Metro中央線 + 近鉄けいはんな線
約23分約22分 約8分

「奈良先端科学技術大学院大学」
下車すぐ

新大阪

京都

●車で大阪方面・京都方面から
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阪奈道路
辻　町

京奈和自動車道
山田川 IC

大　谷

壱　分第二阪奈道路 北田原大橋大阪方面
から

京都方面
から

至 津 →

https://www.naist.jp/admission/exam/recruitment.html

https://www.naist.jp/admission/exam/campustour.html

https://www.naist.jp/opencampus_ps/index.html


